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社
会
科
学
研
究
所
（
社

研
、
宮
嵜
晃
臣
所
長
）
は
創

立
70
周
年
を
迎
え
、
記
念
講

演
会
を
12
月
21
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
い
た
。
佐
々

木
重
人
学
長
や
所
員
ら
多
数

が
参
加
し
た
。

　
社
研
は
、
専
修
大
学
が
新

制
大
学
に
移
行
し
た
１
９
４

９
年
４
月
に
誕
生
。
経
済
学

を
は
じ
め
と
す
る
諸
社
会
科

学
の
総
合
的
研
究
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
現

在
は
、
所
員
を
中
心
に
研
究

参
与
、
客
員
研
究
員
あ
わ
せ

て
２
８
０
人
で
構
成
さ
れ

る
。

　
学
部
横
断
的
で
あ
る
特
色

か
ら
、
現
状
分
析
だ
け
で
な

く
歴
史
研
究
な
ど
も
行
い
、

国
内
外
で
の
調
査
活
動
も
活

発
。
ベ
ト
ナ
ム
の
ベ
ト
ナ
ム

社
会
科
学
院
東
北
ア
ジ
ア
研

究
所
と
国
際
交
流
組
織
間
協

定
を
結
ぶ
な
ど
、
海
外
の
大

学
研
究
機
関
と
も
研
究
交
流

を
重
ね
て
い
る
。

　
記
念
講
演
会
で
は
、
所
長

を
務
め
た
水
川
侑
、
柴
田
弘

捷
両
研
究
参
与
、
村
上
俊
介

所
員
の
リ
レ
ー
講
演
の
あ

と
、
宮
嵜
所
長
が
「
グ
ロ
ー

バ
ル
資
本
主
義
の
進
展
と
社

研
調
査
活
動
」
と
題
す
る
講

演
を
行
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル

資
本
主
義
の
進
展
と
そ
れ
が

日
本
経
済
に
及
ぼ
し
た
影
響

や
地
域
経
済
の
現
状
を
、
国

内
外
で
行
っ
て
き
た
社
研
の

調
査
活
動
な
ど
を
基
に
報
告

し
た
。

『
70
年
史
』出
版

記
念
祝
賀
会
も

　
第
２
部
は
会
場
を
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
「
蒼
翼
の
間
」
に

移
し
、
２
０
２
０
年
１
月
20

日
刊
行
の
『
専
修
大
学
社
会

科
学
研
究
所
70
年
史
』
の
出

版
記
念
祝
賀
会
が
催
さ
れ

た
。
出
版
編
集
委
員
の
チ
ー

フ
を
務
め
た
村
上
前
所
長
は

「
こ
の
出
版
を
次
の
１
０
０

年
史
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
１
月
25
日（
土
）に
は
蒼
翼

の
間
で
70
周
年
記
念
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。

◇

　『
専
修
大
学
社
会
科
学
研

究
所
70
年
史
』
は
社
研
70
年

の
軌
跡
を
、
年
表
や
資
料
、

所
員
・
研
究
参
与
な
ど
に
よ

る
寄
稿
、
座
談
会
で
紹
介
し

て
い
る
。
専
修
大
学
出
版
局

刊
。
４
５
０
０
円
＋
税
。

　In everyday English, “mistake” and “error” have 
roughly the same meaning.  However, in language 
learning and teaching, they have very different meanings.  
An “error” is incorrect language usage which the speaker 
does not know is wrong, while a “mistake” is when 
someone uses language incorrectly, but actually knows 
the rule.  For both students and teachers this difference 
between mistakes and errors is very important in dealing with them.
　Students shouldn’t take mistakes too seriously.  They should notice 
them, and later practice the correct form.  Teachers should point out 
mistakes to students, and remind them of the correct form.  Students don’
t usually know when they make errors, unless communication breaks 
down.  When that happens, they should notice the situation and incorrect 
language, and later study the correct form.  When teachers notice 
students’ errors, they should correct them by providing the proper form, 
and later give explanations about the errors.  In addition, both teachers 
and students should identify the origins of mistakes and errors, and try to 
decide why they occurred.
　Finally, students should not worry to much about mistakes, but should 
pay attention to correcting errors, and should not be embarrassed about 
either.  Both students and teachers should welcome them as useful 
learning opportunities, and a natural part of language learning.

Mistakes vs Errors
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Oops!

公
開
講
座
情
報

神
田
発
信
！
　
大
学
ス
ポ
ー

ツ
の
軌
跡

　
千
代
田
区
神
田
に
キ
ャ
ン

パ
ス
を
構
え
た
専
大
、
明

大
、
中
大
、
日
大
の
明
治
時

　
一
部
の
展
示
が
中
止
と
な

り
、
そ
の
後
再
開
さ
れ
た
国

際
芸
術
祭
「
あ
い
ち
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
２
０
１
９
」
で
芸

術
監
督
を
務
め
た
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
津
田
大
介
さ
ん
が

12
月
５
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
講
演
し
た

写
真
。
専

修
大
学
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
研
究
機
構
・
文
学
部
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
な
ど
に
よ

る
連
続
講
座
「
あ
い
ち
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
・
そ
の
後
」
の

一
環
。
問
題
の
所
在
と
解
決

の
方
向
性
を
探
る
講
演
会
と

な
っ
た
。

　
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
企
画

展
「
表
現
の
不
自
由
展
・
そ

の
後
」
の
展
示
は
、
一
部
の

作
品
に
対
し
て
テ
ロ
予
告
や

脅
迫
が
あ
っ
た
こ
と
で
愛
知

県
知
事
と
津
田
さ
ん
の
判
断

で
開
催
か
ら
３
日
で
中
止
と

な
っ
た
。「
相
次
ぐ
電
話
抗

議
や
脅
迫
フ
ァ
ク
ス
へ
の
対

応
に
よ
る
安
全
管
理
上
の
問

題
。
検
閲
で
は
な
い
」
と
強

調
。「
関
係
者
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
中

止
の
最
大
の
理
由
」
と
総
括

し
た
。

　
そ
の
う
え
で
再
開
に
尽
力

し
、
閉
幕
１
週
間
前
に
全
面

再
開
さ
れ
た
。「
不
自
由
展

の
中
止
を
受
け
て
展
示
の
中

断
や
変
更
を
行
っ
て
い
た
作

家
た
ち
が
、
全
員
戻
っ
て
き

て
く
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し

い
」
と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
は
、
出
展
作
家
の
男

女
比
を
ほ
ぼ
同
数
に
す
る

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
に
し

た
こ
と
な
ど
、
数
々
の
企
画

を
挙
げ
、「
騒
動
は
あ
っ
た

が
、
そ
れ
以
外
の
内
容
に
も

目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
観
客

は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
２

０
１
９
年
の
国
内
で
開
催
さ

れ
た
美
術
展
の
中
で
も
多
く

の
人
を
集
め
た
。
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
社
会
に
向
け
た
芸

術
祭
の
可
能
性
を
示
し
た
」

と
結
ん
だ
。

　
こ
の
あ
と
、
山
田
健
太
文

学
部
教
授
と
対
談
。
約
２
０

０
人
で
埋
ま
っ
た
会
場
か
ら

報
告
書
を
手
に
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
を
話
す
宮
嵜
所
長

社会科学研究所創立70周年記念講演会

長年の研究成果報告

　
法
学
研
究
所
（
深
澤
民
司

所
長
）
主
催
の
「
学
生
と
市

民
の
た
め
の
公
開
講
座
｜
法

と
政
治
の
現
況
Ⅰ
」（
全
３

回
、
法
学
部
共
催
）
が
12
月

６
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在
起
き

て
い
る「
法
と
政
治
」の
問
題

を
取
り
上
げ
、
現
場
を
熟
知

し
た
専
門
家
を
招
き
現
状
、

課
題
、
今
後
の
予
測
に
関
し

議
論
す
る
企
画
。

　
１
回
目
は
岡
田
憲
治
法
学

部
教
授
が
司
会
・
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
を
務
め
た
。
政
治
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
常
井
健
一

さ
ん
が
「
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
は
い
か
に
政
治
を
え

ぐ
れ
る
か
？
」
と
題
し
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
属
す
る
記
者

の
現
状
、
記
者
ク
ラ
ブ
の
弊

害
に
つ
い
て
、
自
身
の
体
験

を
基
に
分
か
り
や
す
く
話
し

た
。
学
生
、
市
民
ら
２
０
０

人
が
聴
い
た
。

　
常
井
さ
ん
は
大
学
在
学
中

に
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
立
ち

上
げ
に
携
わ
り
、
ラ
イ
ブ
ド

ア
、
朝
日
新
聞
出
版
な
ど
を

経
て
２
０
１
２
年
に
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
と
し
て
独
立
。
17
年

に
は『
小
泉
純
一
郎
独
白
録
』

（
文
藝
春
秋
16
年
１
月
号
）

で
第
23
回
編
集
者
が
選
ぶ
雑

誌
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
賞
の
作

品
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
講
座
で
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
の

違
い
を
具
体
的
に
説
明
。

「
国
会
記
者
証
を
持
っ
て
い

る
大
手
新
聞
社
の
記
者
と
違

い
、
フ
リ
ー
は
国
会
や
議
員

会
館
に
入
れ
ず
、
国
会
議
員

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
自
体

が
難
し
い
」。
そ
の
た
め
、

街
頭
演
説
な
ど
に
足
し
げ
く

通
い
、
議
員
に
話
し
か
け
る

こ
と
か
ら
始
め
る
と
い
う
。

　
近
年
、
政
治
家
の
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
や
不
正
を
暴
く
の

は
、
週
刊
誌
で
働
い
て
い
る

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
記
者
が
多

い
こ
と
に
言
及
し
、「
フ
リ

ー
の
人
た
ち
は
ハ
ン
グ
リ
ー

で
、
表
面
に
出
な
い
問
題
を

え
ぐ
る
こ
と
に
必
死
に
な
っ

て
き
た
」
と
話
す
。

　
こ
う
し
た
話
を
受
け
岡
田

教
授
は
大
手
新
聞
社
や
テ
レ

ビ
局
な
ど
が
加

盟
す
る
記
者
ク

ラ
ブ
制
度
の
弊

害
に
関
し
問
題

点

を

列

挙

し

た
。

　
２
回
目
は
12

月
14
日
、
弁
護

士
の
船
山
泰
範

さ
ん
が
「
検
察

審
査
会
か
ら
刑

事
司
法
市
民
参

加
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
講

演
。
３
回
目
は

２
０
２
０
年
１

月
15
日
に
日
本

と
米
国
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
で

常
井
さ
ん
の
講
演
を
聴
く
学
生
、
市
民
ら

12
月
６
日

な
ぜ
組
織
は
個
を
活
か
せ
な

い
の
か

 

馬
塲
杉
夫
著

　
個
の
主
体
性
を
活い

か
す
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
人
や
組

織
は
少
な
く
な
い
。
企
業
の

利
益
の
源
泉
は
、
個
の
働
き

に
依
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
個
を
活
か
せ
て

い
な
い
原
因
を
正
し
く
認
識

で
き
て
い
る
人
は
わ
ず
か
で

あ
る
。

　
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
個

を
活
か
す
議
論
を
整
理
し
な

が
ら
、変
化
の
時
代
に
、な
ぜ

実
現
で
き
な
い
の
か
、
そ
の

原
因
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、個
を
活
か
し
、組
織
が

存
続
し
て
い
く
こ
と
に
向
け

た
視
座
を
提
供
し
て
い
る
。

　
著
者
が
30
年
余
に
わ
た
っ

て
行
っ
て
き
た
、
組
織
の
存

続
に
向
け
て
求
め
ら
れ
る
従

業
員
の
行
動
に
関
す
る
フ
ィ

ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
の
成
果
。

個
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
自
分
自
身
が
活
か

さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
状
況

を
体
系
的
に
理
解
し
、
現
状

打
破
に
向
け
た
気
付
き
が
得

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
組
織
を
動
か
し
た
い
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
、
自
ら
を
活
か
し

た
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に

最
適
な
一
冊
だ
。（
中
央
経

済
社
・
本
体
２
７
０
０
円
＋

税
）

　
著
者
（
ば
ば
・
す
ぎ
お
）

経
営
学
部
教
授
。
戦
略
経

営
論
。

代
か
ら
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
の

活
躍
と
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
。

▽
日
時

１
月
24
日
（
金
）

〜
４
月
12
日
（
日
）

▽
場
所

明
大
駿
河
台
キ
ャ

ン
パ
ス
博
物
館

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
神
田
発

信
！
　
近
代
ス
ポ
ー
ツ
と
大

学
ス
ポ
ー
ツ
」

　
レ
ス
リ
ン
グ
金
メ
ダ
リ
ス

ト
金
子
正
明
氏
（
昭
38
商

経
）
ら
各
大
学
の
オ
リ
ン
ピ

ア
ン
ら
が
大
学
ス
ポ
ー
ツ
を

語
る
。

▽
日
時

２
月
29
日
（
土
）

13
時
〜
▽
明
大
駿
河
台
キ
ャ

ン
パ
ス
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
。
先
着
１
５
０

人
。
申
し
込
み
は
１
月
20

日
（
月
）
か
ら
、
メ
ー
ル

（history@mics.meiji.

ac.jp

）、
フ
ァ
ッ
ク
ス（
03
・

３
２
９
６
・
４
３
６
５
）
で
。

旴
明
大
資
料
セ
ン
タ
ー
☎
03

・
３
２
９
６
・
４
４
４
８

の
質
問
に
答
え
た
。

　
連
続
講
座
は
、
こ
の
ほ
か

憲
法
学
者
、
社
会
学
者
を
招

き
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
の
中
止
問
題
な
ど
に
つ
い

て
講
演
が
続
い
て
い
る
。

『70年史』の出版記念祝賀会で

あいさつする村上前所長

法
学
研
究
所
「
学
生
と
市
民
の
た
め
の
公
開
講
座
」

津田大介さん語る

「あいちトリエンナー
レ・その後」連続講座

「
法
と
政
治
」
を
議
論

最

終

講

義

　
２
月
15
日
（
土
）
の
文
学

部
・
近
江
吉
明
教
授
の
最
終

講
義
の
会
場
は
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
１
０
１
０
３
教
室
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

弁
護
士
と
し
て
活
動
す
る
関

真
也
さ
ん
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

業
界
に
関
わ
る
新
し
い
法
分

野
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ロ
ー
」

に
つ
い
て
論
じ
た
。


